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背景
エコな交通機関，鉄道

地球環境問題への対応

電力不足や供給不安定性への対応

昨年の震災で問題点が浮き彫りに



目的
基幹インフラとしての社会の要請に確実に応えられる「スマ
ート」な技術の構築

輸送機能を極力犠牲にしない

節電（電力，電力量の削減）電力不足下の安定した運行

システムの制御・最適化により実現



1. 電力貯蔵技術の適用
回生電力の確実な蓄積，
有効利用

電力貯蔵装置のエネルギ
ー放出・吸収タイミング
の適正化により省エネを
実現
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2. 省エネ運行計画・管理
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各駅間の設定所要
時間の調整で省エ
ネを図る

等増分消費エ
ネルギー則
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3. 省エネ運転
省エネ運転（エコ運転）法を
理論的な面から明らかにする

ある区間の最大所要時間を
与える

エネルギーを最小にする速
度または加速度指令を生成
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